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要旨：2015 年度は 6 件の魚類のへい死事故の検査依頼があり，2 件については原因が特定された．そのうち 1 件につい

ては，河川水から農薬が高濃度で検出されたが，死魚検体がなかったことから，死因の断定には至らず農薬疑いとなっ

た．また，もう 1件については，現地の水質調査結果から遊離アンモニアによる呼吸障害によるものと推定された．
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I はじめに

本県の河川は流程が短く，平時は流量が少ない為，人

為的な要因，気象条件などさまざまな外的要因によって，

魚類のへい死事故が発生しやすい環境にある．事故発生

後，時間の経過とともに原因の特定は困難になるが，原

因を特定することは事故の再発防止の観点から最も重要

である．

当所では事故発生時には主に農薬等の分析を実施して

おり，その分析方法は既報 1) に準ずる．本稿は 2015 年

度において取り扱ったへい死魚事例の概要についてまと

めた．

Ⅱ へい死事故の概要

2015 年度は 6 件の検査依頼があり，発生場所は中部

福祉保健所管内 1 件，南部福祉保健所管内 5 件であった

(表 1)．検査件数は 2013 年度の 8 件，2014 年度の 13 件

と比べて少なかった．

原因別では，農薬疑い 1 件，遊離アンモニアによる呼

吸障害 1件，不明 4件であった．

Ⅲ 農薬等検出結果

表 2 は農薬が検出された事例の結果概要である．3

月 18 日に豊見城市与根遊水池で発生した事例は，市職

員が採水した検水から有機リン系殺虫剤メチダチオン

（DMTP）が検出された．検出された農薬は魚毒性が比

較的高く(表２)，さらに当該農薬検出事例のうち過去最

高濃度である，2007 年 8 月に名護市港川排水路で検出

された 25 µg/Lを上回る濃度であった 2) ．しかし，保健

所職員による現場確認が週明けとなり，魚検体が採取で

きなかったこと等から死因の断定には至らず，農薬疑い

となった．

また，4 月 6 日に南城市饒波川で発生した事例は，現

地の水質調査結果によると，溶存酸素濃度は 5.6 mg/Lと

特に低くないが，アンモニア態窒素濃度が 20 mg/L以上

と高かったため，死因は遊離アンモニアによる呼吸障害

によるものと推定された 3)．

その他 4 件については，河川水や魚類検体から農薬は

検出されず，死魚発生から検体採取までに時間が経過し

たり，その間に多量の降雨などがあったことにより，採

取された検水は死魚発生当時と水質が異なることが予想

されたため，死因は不明となった．

Ⅳ まとめ

2015 年度は 6 件の魚類のへい死事故の検査依頼があ

った．そのうち 1 件については河川水から農薬が高濃度

に検出されたが，魚検体がなかったため農薬疑いとなっ

た．また，1 件については，現地の水質調査結果から遊

離アンモニアによる呼吸障害が原因と推定された．
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表1． 公共用水域で発生したへい死魚事例及び原因等（2015年度）．

No． 月日 市町村
公共用
水域名

地点名 魚種（死魚概数） 原因

2015年

1 4/6 南城市 饒波川 高平橋 ﾃｨﾗﾋﾟｱ(100) 遊離ｱﾝﾓﾆｱによる呼吸障害

2 4/30 八重瀬町 報得川 与那川橋 ﾃｨﾗﾋﾟｱ（50） 不明

3 4/30 恩納村 億首川 喜瀬武原地区 ﾌﾅ，ｺｲ（20） 不明

4 6/21 南城市 雄樋川 下川田橋 不明 不明

5 12/25～28 南城市 雄樋川
ｶﾞﾝｶﾞﾗｰの谷、下
川橋

ﾃｨﾗﾋﾟｱ（20），ｵｵｳ
ﾅｷﾞ（数匹)

不明

2016年

6 3/18 豊見城市 与根遊水池 与根遊水池 不明 農薬疑い（ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ）

表2．へい死魚事例において検出された農薬とその概要（2015年度）．

発生場所 農薬名 分類 魚毒性* 半数致死濃度

（コイLC5096h ）
過去10年間
検出事例数

　*農薬取締法による分類

1,540  μg/L 4)与根遊水池
（豊見城市）

検出濃度

ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ
（DMTP)

38 μg/L 5有機リン系
殺虫剤

B類
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